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受発注+在庫管理システム連携型



受発注管理システム主な機能

【受発注+在庫管理のシステム⼀覧】
□ ⾒積管理システム ･･･⾒積書の作成、管理ができます。

□ 発注管理システム ･･･発注書の作成、管理ができます。

□ 商品管理システム ･･･商品マスタで在庫の管理ができます。

□ 業務管理システム ･･･各業務の紐付が出来るため、容易な管理ができます。

□ 進捗管理システム ･･･各業務ごとの進捗管理を可視化。

□ 顧客管理システム ･･･顧客マスタで各管理ができます。

□ 取引先管理システム ･･･取引先マスタで書く管理ができます。

□ 従業員管理システム ･･･従業員ごとに作業規模を設定することができセキュリティ管理ができます。

□ 帳票システム ･･･⾒積などの帳票を電⼦出⼒も可能。

□ 在庫管理システム ･･･商品にタグを貼り付けた、RFID⽅式による在庫管理。

□ クラウド管理 ･･･全ての業務を屋外でも携帯端末で利⽤可能。

営業に於ける、様々な業務に対応したクラウド型の受発注+在庫管理を連携したシステムです。



受発注管理システム概要

【受発注管理システム導⼊のメリット】
① 帳票の管理

・受発注管理システムで業務を管理することで業務不良やイレギュラー、
問題の早期発⾒が可能になります。
経営者の新たな判断材料になり、各業務の“ムダ”を改善できます。

②屋外での業務遂⾏能⼒
・事務所外でも携帯端末を通し業務遂⾏ができます。
クラウドサービスシステムにより場所を選ばず各業務が⾏えるため
各営業担当者様も移動や時間などの“ムダ”を⼤幅に改善します。

③進捗管理の⾒える化
・「だれが、いつ、どこで、なにを」を明確に表⽰します。
各担当者様も経営者様も各業務をリードタイム無しで把握することができ
情報の共有化を図ります。

④システムの⼀本化
・媒体が紙や表計算ソフトであったり、多種システムの組み合わせと違い
システムを⼀本化、⼿⼊⼒の⼤幅削減により
ヒューマンエラーを抑制します。

受発注システムを導⼊することで、受注・発注業務をクラウド化し、
様々な効果を得ることができます。
他の業務アプリケーションと異なるのは、受発注システムを活⽤するメリットが
導⼊企業だけでなく、顧客にもあるという点です。



受発注管理システム概要



現場の管理は紙や複数媒体、全体が見えないライン
この様な営業ラインの負担を改善致します。
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問題の早期発見・改善のお役に立ちます。

【問題点とシステムによる効率化】
□各部署の作業量バランスとそれに伴ってそれぞれ各業務へ専念できない。

→各業務の切り離し

□各担当者が全体が不明確になり報告漏れの際経営者様側も把握不良を起こす
→情報の共有化

□従業員のレベルにより“だれでも”が標準化されていない
→媒体をシステムで“だれでも”同じ作業を簡単に

□営業担当者様の次に事務担当者様がタスクオーバーを起こし
次タスク発⽣時⼤幅なタイムロスが発⽣

→残業や作業ミスを抑制し、経費の削減

本システムを導⼊することにより、上記の問題点が改善され、
仕事効率化、働き⽅改善が図られます。



見積書 発注書の作成
進捗管理 見える化

【システムによる効率化】
□⾒積書・発注書の“作成・編集・発⾏”までどこでもご使⽤の端末から作業可能です。

→急な依頼があっても営業担当者の単独で完遂可能になります。

□進捗状況が全従業員確認可能になります。
出先での作業完遂ができる⼀⽅で進捗の確認が取りづらくなるデメリットが発⽣します。
→各プロジェクトでのアクション発⽣の履歴、報告が確認できます。
いま、だれが、なにをしているか、進捗状況はどうなのかを可視化します。

□各プロジェクトの進⾏状況、割合、進捗報告、進捗履歴が⾃動で保存されます。
→アクションを起こす度⼊⼒する⼿間を削減します。



在庫管理システム概要



在庫が見えることで
ムダを大幅に削減します。

・業務でのミスによる在庫の増加
・在庫残が有るが⾒えないことで追加発注
・「売れるから・・・」と、勘での予測発注

どれも“仕⽅が無い”ことだからといって⼤量の在庫が残り、
棚卸しや⽇常営業の中で苦悩しておられませんでしょうか︖

現場担当者が在庫が不明確であれば、各担当、事務員もはあくすることができません。
在庫過多になってしまうと以下のように負の循環が繰り返されてしまいます。

【問題点】
・在庫が増えた分棚卸しでカウントの時間が増加し、経費の悪化
・在庫は会社の資産、経費が従業員へ周知されない・・・
・不明品が多発、鮮度低下による商品在庫ロスの発⽣
・出先より営業所に在庫確認の連絡を取らなくてはならない。
・営業所の担当者様が在庫確認という業務が発⽣
・経営者様が会社資産をリアルタイムで把握できない。

改善をお⼿伝いさせていただきます。



クラウド型在庫管理システムも備わっております。

【システムによる効率化】
□在庫数・在庫⾦額が⾒える化され、“ムダ”な発注を抑制します。

□経営者様だけではなく各担当者様も「どの場所にどれくらい」在庫があるか可視化されます。

□倉庫や在庫場所が多数ある場合でもどこに在庫されているか表⽰されますので
在庫担当者でなくとも在庫把握が容易にできます。

□クラウドシステムなので出先でもお使いの端末より
在庫数や⾦額を確認することができます。

□出先で営業担当者様が確認できるため
在庫や⾦額確認といった事務への連絡が削減されます。

□在庫が適正化されることにより、各業務だけでなく
棚卸しも円滑に遂⾏することが出来るため
ロスの削減だけでなく、利益率の向上も図ります。

本システムを導⼊することにより、上記の問題点が改善され、
仕事効率化、働き⽅改善が図られます。



在庫管理システム
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RFIDに対応した在庫管理システム

【RFID】を使うことのメリット
・倉庫より出庫や⼊庫など「商品」が動く際には⼿⼊⼒が必要

→専⽤のリーダーを使うことで⼊⼒業務が省略されます。

・事務担当者や在庫担当者が負担していた作業が
持ち出すどの担当者でも“だれでも”簡単に⾏われるため
専⽤の担当者を設備する必要がありません。

・棚卸しではバーコードや価格と数量を打ち込む作業が必要
→専⽤のリーダーでスキャンすることで
棚の裏、箱の中の商品も全てスキャンすることができます。

・１棚カウントするために“◯◯⼈時”掛かっていた作業が
１棚５〜１０秒でカウントを終了することができ
⼈件費の⼤幅な削減が可能です。

・倉庫や在庫量が多くなり、システム上在庫はあるが場所がわからない
→棚にIDを振ることにより場所を特定します。

・棚と商品を紐付けることで画⾯上に“だれでも”把握が
出来るように表⽰されます。
紐付ける作業も簡単に⾏える為、
“探す”といった“ムダ”な時間を削減します。



□RFIDとは
RFID（Radio Frequency IDentification）とは、専⽤タグのメモリに記録されたデータを対応のスキャナを⽤いて読み書き

（データのスキャンをはじめ登録・削除・更新など）するシステムを指します。RFIDを採⽤したシステムのうち⾝近な例の1つが、
JRの「Suica（スイカ）」や「ICOCA（イコカ）」などの交通系ICカードです。改札機がスキャナの役割を果たし、
スマートフォンやカードを改札に通したり触れたりしなくても、電波による無線の通信だけでデータの読み書きができます。
RFIDはそれ以外にも電⼦マネー「楽天Edy」や⾞のスマートキーなど⽇常のさまざまなシーンで使われるほか、製造・流通
・⼩売りなどの業界でも採⽤されている新しいシステムです。

□RFIDの特徴
RFIDの特徴としてあげられるのは、まず通信可能な距離の⻑さです。専⽤のICタグとスキャナは必ずしもすぐ近くにある
必要はありません。数m〜数⼗mほど離れていたとしても通信が成⽴します。そのため、タグを付与したモノを近くに持って
きたり、タグの場所をいちいち探したりする⼿間は不要です。また、同時にいくつかのICタグを読み取れるのも⼤きな特徴です。
ICタグが付与された製品を個々にスキャナにかざす必要がないわけです。さらに障害物があってもスキャン可能なため、ICタグ
に汚れが付着していても使えなくなるといった恐れもありません。スキャナと通信をしているのはICタグに搭載された
メモリです。そのデータが壊れていない限り、スキャナは発せられる電波を受信できます。

□RFIDのメリット
RFIDの⼤きなメリットとしてあげられるのは、業務の効率化です。検品や棚卸しの作業は、バーコードを使う場合に⽐べ、
RFIDを使えばはるかにスピーディに⼿間なく⾏えます。たとえば段ボールに詰まった商品を検品するケースを考えてみましょう。
商品にバーコードが付与されている場合は、わざわざ段ボールを開けたうえで1つ1つ商品を取り出し、バーコードにスキャナを
近づけて読み込まなくてはなりません。対してRFIDを使うことにより、段ボールを開封する必要もなく、スキャナを段ボールに
かざしさえすれば、⼀瞬でスキャンできるわけです。また店舗に並んだ商品を棚卸しする場合も、RFIDなら対象の棚にスキャナ
をかざすのみで、まとめてスキャンできます。RFIDを導⼊すれば棚卸しにかかる⼿間を省けるだけではなく、少⼈数で⼤量の
商品をさばけるので、それまで棚卸しのたびにかかっていた⼈件費が抑えられるうえ、⼈⼿不⾜の解消にもつながるのです。
加えて表⾯に多少の汚れがあってもスキャンが可能な点もメリットと⾔えるでしょう。たとえば、⼀度付着してしまうと落ちに
くい塗料などを扱う現場や泥汚れがつきやすい⼯事現場など、バーコードを使うには環境が整っていなかったとしても、
RFIDなら汚れを気にせず使えます。
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受発注+在庫管理システム連携型システム画⾯説明






























